
 

平成 25年 4月 18日 

工事中の騒音の予測について 

【通常操業時の騒音・振動について】 

 平成 23年 12月 6～7日に実施した、知多第二火力発電所敷地境界（通常運転時）における騒

音・振動の測定結果では、集合煙突近傍の敷地境界における時間率騒音レベル（LA5）の測定結

果は 69～70dB、時間率振動レベル（L10）の測定結果は 56dB であり、このような状況下でハ

ヤブサは生息し、繁殖行動も示しております。 

 

【リフレッシュ計画における工事中の騒音予測について】 

 

 

建設機械の稼働に伴う月別音響パワーレベル 

 

工事計画に基づき、工事期間中における建設機械の稼働に伴う音響パワーレベルの月別

合成値が最大となる時期（工事開始後 9か月目）を予測対象月としました。 

建設機械の稼働位置及び諸元（工事開始後 9か月目） 

 

注：稼働位置の記号は、右に示す予測結果図に対応しています。 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果（LA5） 

（工事開始後 9か月目、知多第二火力発電所敷地境界 
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到達騒音レベル最大地点77dB（規制基準85dB） 
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